
給湯器

排気：約200℃

□ メーカー

□ 設置位置

□ フルオート or セミオート

□ 床暖房の有・無

チェックポイント

お湯を温めるときに出る高温の燃焼ガスを再利用し、水を温めます。予熱するダブル
の効果で、従来より少ないガス消費量で加熱でき、エネルギーを効率よく使います。

エコジョーズ

エコキュート ／ おひさまエコキュート

■ 1日の運転パターン例

貯湯ユニット
の湯量

エネファームで発電した電力を使います

電力会社からの
電気を使用

700W

7:00 9:00 15:00 17:00 20:00 22:00

発電しながら
お湯をつくる

必要なお湯が
たまったら
発電停止

天然ガスから水素を取り出し、空気中の酸素と化学反応させることで、エコな電気を生み出します。
また、発電する時に発生する熱を利用してお湯をつくり、エネルギーのムダを減らします。

電気料金が安い夜間に、大気中の熱エネルギーをヒートポンプユニットに取り込み、「自然冷媒
（CO₂)」で圧縮することで高温化し、その熱を水に伝えてお湯を作ります。また災害時は、貯湯ユニッ
ト内の水が利用できます。

ハイブリッド給湯器

ガスと電気を組み合わせたハイブリッド給湯器。普段は、ヒートポンプで沸かしたお
湯を貯湯タンクに貯めておき、お湯の使用量が多い時やタンクのお湯が足りなくなっ
た時は、ガス給湯器がバックアップとして働き、必要な湯量を供給します。

エネファーム
従来までは約200℃の
燃焼ガスを捨てていました。

従来型
給湯器

加熱

排熱は有効利用され、
約50℃まで下がります。

エコジョーズ
給湯器

発電開始 発電停止発電中

電気使用量

700W以上は
電力会社からの電気を使用

給湯使用量 電力会社からの
電気を使用

たまった
お湯を使う

 燃料電池発電ユニット  バックアップ熱源機

空気
（酸素）

給水

給湯
都市
ガス

直流
電気

交流
電気

※1.給水予熱は、水温やお客さまの給湯設定温度により変化します。 
※2.貯湯タンクのお湯は床暖房等の暖房用に使用することはできません。
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25L
（約65°C）※2

暖房

給水予熱
（最高35°C※1）

熱

水素

排気：約50℃

バーナー

ドレン配管

約1500℃

２次熱交換器

約200℃

50℃～80℃

1次熱交換器

2次熱交換器で水を予熱すると
きに排気ガス中に含まれる水蒸
気が熱を奪われて結露し、ドレン
が発生します。

ドレン発生
約200°Cになった燃
焼ガスの熱を2次熱交
換器で再利用

熱利用❷

約1500°Cで1次熱交
換器を加熱

熱利用❶

酸性のドレンを中和します。
中和器

エコジョーズは、ドレン排水処理
（ドレン配管工事）が必要です。約80°C以下になった

燃焼ガスを排出

ドレン

熱

熱
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熱
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ヒートポンプユニット
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お湯
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空気熱
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水
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□ 貯湯容量

ヒートポンプ
ユニット

タンクユニット タンクユニット

熱
の
気
空

お湯を使用するとき
ヒートポンプのみ運転

ヒートポンプ
ユニット

大量のお湯を使用するとき
ヒートポンプとエコジョーズを運転
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給湯小型
タンク

湯はり

シャワー

給水
熱
の
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給水

小型
タンク

住まいに太陽光発電を搭載し、昼間に太陽光で発電した余剰電力を利用してお湯をつくるタイプ
のエコキュート。

おひさまエコキュート


